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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第66期
第３四半期
連結累計期間

第67期
第３四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自  平成23年４月１日

至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日

至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日

至  平成24年３月31日

売上高 （千円） 12,762,868 13,215,067 16,886,652

経常利益 （千円） 626,265 878,387 846,798

四半期（当期）純利益 （千円） 286,514 539,767 414,047

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 141,700 514,795 330,491

純資産額 （千円） 9,411,261 9,872,129 9,572,310

総資産額 （千円） 15,697,632 16,041,156 15,943,658

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 33.30 63.64 48.18

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） ― ― ―

自己資本比率 （％） 60.0 61.5 60.0

　

回次
第66期
第３四半期
連結会計期間

第67期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日

至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日

至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.34 31.66

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載し

た「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要が下支えしているものの、設備投資や雇用

情勢にまだ厳しさが残り、デフレの影響、海外景気の不透明さなど依然として厳しい状況で推移しまし

た。

このような経営環境のもと、当社グループは、環境に配慮した製品の提供など、提案営業を積極的に推

進し既存分野の維持拡大および新規顧客の獲得により、業績向上を図るとともに、業務の効率化、コスト

削減をさらに推し進め、顧客満足の質的向上を目指し企業価値の増大に取り組みました。

その結果、売上高は132億15百万円（前年同期比3.5％増）となり、営業利益は６億96百万円（前年同期

比46.7％増）、経常利益は８億78百万円（前年同期比40.3％増）、四半期純利益は５億39百万円（前年同

期比88.4％増）となりました。

　

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（緩衝機能材事業）

パルプモウルド部門は主に消費材向けの売上が増加し、段ボール部門は前年並みとなりました。

　この結果、当事業の売上高は64億15百万円（前年同期比1.0％増）となり、セグメント利益は７億20百

万円（前年同期比13.8％増）となりました。

　

（包装機能材事業）

紙袋部門は海外市場において石油化学向けの売上が増加し、樹脂部門は前年並みとなりました。

この結果、当事業の売上高は63億52百万円（前年同期比5.2％増）となり、セグメント利益は６億11

百万円（前年同期比8.8％増）となりました。
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（その他）

売上高は４億46百万円（前年同期比20.8％増）となりましたが、競争激化によりセグメント損失は

58百万円（前年同期は77百万円のセグメント損失）となりました。

　

(2) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

　

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は45百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 26,400,000

計 26,400,000

　

②  【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,328,000 9,328,000福岡証券取引所
単元株式数は1,000
株であります。

計 9,328,000 9,328,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成24年10月１日～
平成24年12月31日

― 9,328,000 ― 466,400 ― 345,388
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

①　【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

― ―
普通株式 883,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,391,000 8,391 ―

単元未満株式 普通株式 54,000 ― ―

発行済株式総数 　 9,328,000 ― ―

総株主の議決権 ― 8,391 ―

　(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式212株が含まれております。

　

②　【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合(％)

（自己保有株式）

大石産業株式会社
福岡県北九州市八幡東区
桃園二丁目７番１号

883,000 ― 883,000 9.47

計 ― 883,000 ― 883,000 9.47

　
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１

日から平成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日ま

で）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,527,003 2,844,678

受取手形及び売掛金 ※
 4,077,418

※
 4,259,663

商品及び製品 676,741 614,781

仕掛品 99,625 113,650

原材料及び貯蔵品 686,397 651,056

その他 282,492 181,624

貸倒引当金 △14,394 △14,684

流動資産合計 8,335,284 8,650,771

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,378,674 2,322,693

機械装置及び運搬具（純額） 1,652,020 1,826,578

その他（純額） 1,931,537 1,829,514

有形固定資産合計 5,962,232 5,978,786

無形固定資産 92,379 114,125

投資その他の資産

投資有価証券 884,917 633,929

その他 727,318 723,370

貸倒引当金 △58,474 △59,825

投資その他の資産合計 1,553,762 1,297,473

固定資産合計 7,608,374 7,390,385

資産合計 15,943,658 16,041,156

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,101,886 3,144,824

短期借入金 383,645 247,428

未払法人税等 278,322 70,417

賞与引当金 214,921 108,957

その他 1,005,241 1,213,768

流動負債合計 4,984,015 4,785,396

固定負債

長期借入金 19,772 －

退職給付引当金 982,745 1,007,528

役員退職慰労引当金 172,859 183,291

その他 211,954 192,811

固定負債合計 1,387,332 1,383,631

負債合計 6,371,348 6,169,027
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 466,400 466,400

資本剰余金 345,514 345,514

利益剰余金 9,384,654 9,779,991

自己株式 △401,911 △472,456

株主資本合計 9,794,657 10,119,449

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 148,743 115,475

為替換算調整勘定 △371,091 △362,795

その他の包括利益累計額合計 △222,347 △247,319

純資産合計 9,572,310 9,872,129

負債純資産合計 15,943,658 16,041,156
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 12,762,868 13,215,067

売上原価 10,120,713 10,376,086

売上総利益 2,642,154 2,838,981

販売費及び一般管理費 2,167,180 2,142,039

営業利益 474,974 696,941

営業外収益

受取利息 7,160 3,270

受取配当金 11,687 10,596

受取賃貸料 149,695 139,104

為替差益 － 9,009

その他 70,939 60,873

営業外収益合計 239,483 222,854

営業外費用

支払利息 14,620 12,412

不動産賃貸費用 13,107 12,068

為替差損 34,457 －

売上割引 7,186 7,070

その他 18,819 9,856

営業外費用合計 88,191 41,408

経常利益 626,265 878,387

特別利益

固定資産売却益 211 22,082

受取保険金 21,700 －

ゴルフ会員権売却益 － 443

特別利益合計 21,911 22,525

特別損失

固定資産売却損 11,663 77

固定資産除却損 7,566 7,530

投資有価証券評価損 － 1,999

ゴルフ会員権評価損 － 1,350

特別損失合計 19,230 10,957

税金等調整前四半期純利益 628,947 889,956

法人税、住民税及び事業税 282,281 302,441

法人税等調整額 60,150 47,747

法人税等合計 342,432 350,188

少数株主損益調整前四半期純利益 286,514 539,767

少数株主利益 － －

四半期純利益 286,514 539,767
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 286,514 539,767

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △81,570 △33,267

為替換算調整勘定 △63,243 8,295

その他の包括利益合計 △144,814 △24,971

四半期包括利益 141,700 514,795

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 141,700 514,795

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【会計方針の変更等】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

　この変更に伴う、当第３四半期連結累計期間の損益への影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手

形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

受取手形 80,420千円 78,008千円

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

　

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

減価償却費 635,996千円 571,550千円

　

EDINET提出書類

大石産業株式会社(E00677)

四半期報告書

13/20



　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月28日
定時株主総会

普通株式 73,142 8.50平成23年３月31日 平成23年６月29日 利益剰余金

平成23年11月４日
取締役会

普通株式 73,135 8.50平成23年９月30日 平成23年12月９日 利益剰余金

　

　

当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日
定時株主総会

普通株式 72,650 8.50平成24年３月31日 平成24年６月28日 利益剰余金

平成24年11月２日
取締役会

普通株式 71,780 8.50平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,353,3806,039,57212,392,952369,91612,762,868― 12,762,868

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

7,451 3,52310,975125,634136,610△136,610 ―

計 6,360,8316,043,09612,403,927495,55112,899,479△136,61012,762,868

セグメント利益又は損失
（△）

633,074561,5381,194,613△77,2721,117,340△642,366474,974

(注) １  「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり情報関連事業、デザイン関連事業、

不動産賃貸事業等を含んでおります。

２  セグメント利益又は損失の調整額△642,366千円には、主にセグメント間取引消去△7,916千円及び各報告セ

グメントに配分していない全社費用△637,273千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない一般管理費であります。

３  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 6,415,8656,352,35312,768,219446,84713,215,067― 13,215,067

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

8,761 9,95618,71875,24293,960△93,960 ―

計 6,424,6276,362,31012,786,937522,09013,309,027△93,96013,215,067

セグメント利益又は損失
（△）

720,329611,1821,331,511△58,0801,273,431△576,489696,941

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事業、不

動産賃貸事業等を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失の調整額△576,489千円には、主にセグメント間取引消去△7,956千円及び各報告セグ

メントに配分していない全社費用△567,739千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
  至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 33円30銭 63円64銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 286,514 539,767

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 286,514 539,767

普通株式の期中平均株式数(千株) 8,603 8,481

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

第67期（平成24年４月１日から平成25年３月31日）中間配当について、平成24年11月２日開催の取締役

会において、平成24年９月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主に対し、次のとおり支払うこ

とを決議いたしました。

①　中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　71,780千円

②　１株当たりの中間配当金　　　　　　　　　　　　　　　　　８円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　　平成24年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２５年１月３１日

大　石　産　業　株　式　会　社

　取　締　役　会　   　御 　中

　

有 限 責 任 監 査 法 人　　ト ー マ ツ

　

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士    小　　渕　　輝　　生    印

　
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士    松　　嶋　　　　　敦    印

　
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

　 公認会計士    森　　　　　昭　　彦    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大
石産業株式会社の平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計
期間(平成２４年１０月１日から平成２４年１２月３１日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成２４年４
月１日から平成２４年１２月３１日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半
期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大石産業株式会社及び連結子会社の平成２４
年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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